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一
、
冷
房
温
度
を
二
十
八
度
に
調

節
を
！
…
∴
度
上
げ
れ
ば
燃
料
費

約
一
割
節
約
で
き
ま
す
。

　
二
、
日
よ
け
、
カ
ー
テ
ン
の
効
果

的
な
利
用
を
！
…
…
直
射
日
光
の
進

入
を
防
ぐ
こ
と
。

　
三
、
冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
用
を
／

…
：
扉
の
開
閉
を
少
な
く
、
食
品
の

詰
め
す
ぎ
は
冷
え
方
が
悪
く
な
り
ま

す
。　

四
、
お
風
呂
は
、
沸
か
し
方
に
工

夫
を
！
…
…
家
族
が
揃
っ
て
は
い
れ

る
時
間
に
。

　
五
、
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
に

ご
注
意
を
！

　
六
、
洗
た
く
は
、
上
手
に
工
夫
を
！

…
：
ま
と
め
て
洗
う
こ
と
と
、
す
す

ぎ
洗
い
の
前
に
脱
水
を
。

　
七
、
電
灯
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
ご

注
意
！
…
…
（
螢
光
灯
は
白
熱
灯
に
比

べ
て
四
十
％
少
な
い
電
力
で
同
じ
明

る
さ
ー
螢
光
灯
は
お
得
で
す
。
）

郵愈
．
鋤

　
　
八
、
ク
ー
ラ
ー
、
照
明
器
具
の
お

　
手
入
れ
を
！

　
　
九
、
レ
ジ
ャ
ー
は
、
鉄
道
、
バ
ス

　
の
ご
利
用
を
！

　
　
十
、
住
宅
に
は
断
熱
材
の
使
用
を
！

　
・
…
（
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
さ
れ

　
る
か
た
へ
）

　
　
ガ
ス
事
故
の
防
止
を
〃

　
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
事
故
が
多
発

　
　
最
近
、
液
化
石
油
ガ
ス
事
故
が
多

　
発
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
集
合
住
宅

　
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
）
に
お
け
る
事
故

　
で
、
そ
の
被
害
が
第
三
者
に
も
及
ぶ

　
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ア
パ
i
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
唱
「
目
、

￥　
　
　
　
％
志
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

＼

サ④鋤

シングサラダー一
す。この時期にはスタミ

、さっぱりしたものとし

でしょうか。特に若い人

副食として最適です。

●作り方
（11鶏笹身は筋をとり一口大

のそぎ切りとし、うす切り

生姜、酒とともに蒸すか又

は塩少々を加えた熱湯に生

姜、酒を入れ茄でつけ汁み

中で冷ます。（茄でる時は切

らず冷ましてから切る。）茄

で汁はスープとして使う。

（2》玉ねぎ、ピーマン、トマト

は大き目の乱切りとし、玉

ねぎ、ピーマンだけ熱湯に塩

少々を入れた中で、さっと

茄でる・すぐ冷水につけ冷

し、ザルに入れて水分をき

る（茄で過ぎぬこと）

々を振り、しんなりした
おく。

混ぜてからサラダ油を少
となるまで合わせる。

庫で十分冷やす。
が豪華に見える。

により、ソースが分離し
臭味を消す。

め。

、気；　にマ

家庭料珀
　　　鶏肉と野菜のド
　梅雨が明けると暑い夏にな

ナ食を多くとるようになりま

て、　ドレッシングサラダはい

の肉料理、サカナのバター焼な

●材料と分量（4人前）

鶏笹身（胸肉）　　（中4本）1

しょう力二　　　　1かけ

　　酒　　　　小さじ1
玉ねぎ　　　　（中1／8）12
トマト　　　　　（中1ケ）2

ピーマン　　　中1ケ
きゅうり　　　（中1本）1
　　塩　　　　少々

i／難1

ドレツ

．なりま

ますが

1いかが

1などの

）1609

1
1209
）2509

）1009

（3）きゅうりは小口切りとし塩少々を振り、しんなりした

　ら塩を洗いおとし軽くしぽっておく。
（41ソース用の材料は、泡立器で混ぜてからサラダ油を少

　しずつおとしながら白くとろりとなるまで合わせる。
（5）（1）、（2）、（3》、（4｝を混ぜ、冷蔵庫で十分冷やす。

　　①野菜は大きめに切った方が豪華に見える。

一
　’②おろし玉ねぎを加える事により、ソースが分離し
　　　にくく、風味が増し、鶏の臭味を消す。

　　③　砂糖は味に丸味をだすため。

　　④十分冷やすこと。
　　⑤むし暑い日にはすっばく、涼しい日ヤこはうすめに。

な
ど
の
居
住
者
の
方
は
、
自
ら
で
注

意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ガ
ス
漏

れ
事
故
（
箇
所
）
を
発
見
し
た
場
合

は
、
そ
の
住
宅
全
室
の
窓
を
開
放
し

て
販
売
店
に
連
絡
、
点
検
し
、
そ
れ

が
終
了
す
る
ま
で
絶
対
に
火
気
を
使

用
し
な
い
こ
と
で
す
。
お
互
い
に
事

故
防
止
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

、
（
豚
離
医
曇
鷺
曇
ン
間
接
撮
影

　
　
　
　
　
　
礁
炎
病
検
診
影
潤
程
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箋
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今
月
の
納
税

期
　
日

検
診
時
間

会
　
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

7
月
2
2
日
㈹

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
0
分

真
田
小
学
校
鉢
園
、
中
手

午
後
1
時

～
午
後
2
時
30
分

名
ヶ
山
小
学
校

中
平
、
名
ヶ
山

7
月
2
3
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時
Q
分

細
尾
公
民
館
細
尾
、
天
池
、
池
之
尻

午
前
11
時

～
午
前
n
時
0
分

南
雲
冬
季
分
校

南
　
雲

午
後
1
時

～
午
後
1
時
0
分

鍬
柄
沢
集
会
場

鍬
柄
沢

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時
　
分

野
中
小
学
校
漆
島
、
池
沢
、
野
中

※
個
人
通
珈
を
忘
れ
ず
癩
会
場
に
擦
参
し
て
千
憾
“
馬

※
該
当
日
力
都
合
の
悪
し
カ
た
個
人
通
知
の
し
カ
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

大
髄
四
額
擶
等
駒
縮
症
の

　
　
　
健
康
診
査
を
実
施

　
次
の
要
項
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
、
六
月
十
六
日

（
水
）
ま
で
に
市
保
健
衛
生
課
（
行

七
1
＝
二
一
一
番
）
に
申
込
み
を
。

　
○
期
日
・
会
場
ー
ー
昭
和
五
十
五

八
固
定
資
産
税
第
二
期
〉

・
納
期
限
七
月
三
十
一

年
八
月
に
実
施
し
ま
す
が
、
申
込
み

の
時
点
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

　
○
対
象
…
新
規
受
診
希
望
者
で
す
。

（
交
通
事
故
に
よ
る
骨
折
、
骨
髄
炎
、

脳
性
麻
痺
、
先
天
性
股
関
節
脱
臼
者

な
ど
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
）

　
○
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
日

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
村
山
一
美
、
典
子
、
晶
子
（
岩

野
）
千
五
十
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控

木
）
千
円
　
▼
小
川
又
七
（
東
京
都
）

五
千
円

　
香
典
返
し

　
▼
根
津
保
夫
（
加
賀
糸
屋
町
）
二

万
円
　
▼
高
橋
要
助
（
泉
町
）
三
万

円
　
▼
山
田
浩
（
水
口
）
五
万
円

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
十
六
日
困
　
土
市
第
二
・

第
三
の
各
一
部
▼
七
月
二
十
二
日

㈹
　
小
泉
の
一
部
、
吉
田
山
谷
、
稲

葉
▼
七
月
二
十
四
日
㈱
新
宮
第

一
・
第
二
　
▼
七
月
二
十
五
日
團

太
田
島
第
一
の
一
部
、
水
沢
市
之
沢

中
在
家
、
大
石
、
南
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
、
織

事
ヒ
が
2
　
轟

O
第
一
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
六
月
二

十
九
日
行
わ
れ
、
三
歳
か
ら
七
十
一

歳
ま
で
の
老
若
男
女
百
十
三
名
が
参

加
し
、
盛
況
で
し
た
（
表
紙
写
真
）

　
主
催
し
た
東
部
自
衛
団
（
庭
野
一

史
団
長
）
は
、
田
中
町
、
川
原
町
、

上
川
町
、
田
川
町
の
二
十
八
歳
ま
で

の
若
者
で
組
織
し
て
い
る
自
主
グ
ル

ー
プ
で
、
毎
晩
の
夜
警
、
愛
宕
山
の

花
見
の
警
備
、
消
火
器
の
詰
め
替
え
、

多
聞
天
押
し
合
い
祭
り
の
運
営
、
会

員
親
睦
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
幅
広
い
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
や

仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
自
主
活
動
に

絶
大
な
拍
手
を
贈
り
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／人ロー49，941人（男24，540・女25，401人）／世帯数・…12，020／面積・…211．44k㎡（6月1日現在）
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　　　　地区別転作実績
（7月1日現在）　　　　　　　　　（単位アール）

夏秋トマトに転作（吉田）

　
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
が
実
施

さ
れ
て
か
ら
三
年
目
で
す
．

　
今
年
、
十
日
町
市
に
割
り
当
て
ら

れ
た
転
作
目
標
面
積
は
、
昨
年
よ
り

八
十
九
・
二
診
多
い
百
九
十
六
二
診

と
大
幅
に
増
え
、
農
家
の
人
達
の
戸

惑
い
は
か
く
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
反
面
、
米
の
生
産
過
剰

と
主
要
穀
物
の
不
足
が
同
居
す
る
現

在
の
農
業
情
勢
を
見
る
と
き
、
避
け

て
通
れ
な
い
施
策
と
し
て
の
認
識
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
実
施

し
た
今
年
の
水
田
利
用
再
編
対
策
の

計
画
実
施
状
況
を
、
市
農
林
課
で
こ

の
ほ
ど
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
農
家
の
皆
さ
ん

地　　区　名
転作計画面積 達成率

　　％昭和54年 昭和55年

十日町地区 1，160 1，368

川治地名 1，631 1，986

中条地区 2，729 3，739

六箇地区 777 1，169

吉田地区 3，902 5，398

下条地区 1，980 2，836

水沢地区 3，680 5，996

合　　　　計
15，859

（10，590）

22，492
（19，610） 114．6

（）内は目標面積

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
十
目
町
市
の

転
作
目
標
面
積
百
九
十
六
．
一
診
に

対
し
て
、
二
百
二
†
四
・
九
診
、
約

百
十
四
餌
の
達
成
率
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う

、
二
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
潟
県
の
平
均
が
、
百
七
∴
二
獅

で
す
か
ら
、
県
の
平
均
を
若
干
上
回

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
転
作
作
物
別
で
は
、
特
定
作
物
の

大
豆
、
そ
ば
が
漸
増
し
、
飼
料
作
物

が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
永
年
作
物

で
は
、
ア
ス
パ
ラ
の
伸
び
が
著
し

く
、
一
般
作
物
で
は
、
れ
ん
こ
ん
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
ト
マ
ト
の
作
付
が
目
だ

ち
ま
し
た
。

　
内
容
的
に
は
、
集
団
化
を
推
進
し

た
結
果
、
団
地
化
が
昨
年
よ
り
十
カ

所
も
増
え
た
の
を
は
じ
め
、
ミ
ニ
市

民
農
園
、
通
年
施
行
を
か
ら
め
た
基

盤
整
備
、
さ
ら
に
は
、
転
作
を
観
光

面
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
一
石
三

鳥
を
ね
ら
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
転
作
な

ど
、
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
た
転
作

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
物
の
選
択
な
ど
、
難
し
い
農
業

情
勢
で
す
が
、
今
後
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
い
「
や
る
気
の
あ
る
農
業
」

を
呼
び
か
け
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
以
下
、
地
区
別
、
作
物
別
の

転
作
状
況
、
転
作
の
現
地
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

作物別転作面積（単位ア＿ル）

昭和55年作　　　　物
面積 率　％

大 豆 2，549 11．3
1．特定作物 そ ば 1，462 6．5

7，618 飼料穀物 3，607 16．1

青　刈　稲 （3，370）

青刈とうもろこし （98〉

シコクビエ （56）

そ　の　他 （83）

小　　　　計 7，618 33．9

アスパラガス 171 0．8

2．永年作物 果 樹（栗） 5
216 その他果樹 15 0．1

桑 25 0．1

小　　　　計 216 1．0

野 菜 5，385 23．9
3． 一般作物 れんこん （1，716）

7，243 かぼちゃ （552）

ト　マ　ト （528）

里イモ （247）

ナ　　　ス （190）

キュウリ （157）

枝マメ （153）

その他 （1，842）

豆 類 193 0．9

そ の　他 1，665 7．4

養魚池 （784）

植　　林 （344）

タ　バ　コ （251）

その他 （286）

小　　　　計 7243 32．2
4．管理転作 保 全　管　理 6，409 28．4

5．上地改良

　通年施行
土地改良通年施行 1，006 4．5

合　　計 22，492 100．0

う
ま
い
米
作
り
の
た
め
に

　
　
種
子
も
み
は
毎
年
更
新
を

　
米
を
と
り
ま
く
情
勢
が
、
年
々
き

び
し
く
な
る
中
で
、
ま
だ
ま
だ
、
ア

キ
ヒ
カ
リ
や
フ
ジ
ミ
ノ
リ
な
ど
の
雑

品
種
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
雑
品
種
を
一
日
も
早
く
追

放
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
越
路
早
生
な

ど
の
良
質
な
う
ま
い
米
の
作
付
を
増

や
し
、
喜
ん
で
沢
山
食
べ
て
も
ら
え

る
米
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
同
じ
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
種
子
も
み
で

も
、
毎
年
自
家
採
種
し
た
種
子
も
み

を
用
い
て
い
る
と
、
バ
カ
苗
病
の
発

生
や
、
品
種
の
持
っ
て
い
る
特
性
が

　　饗

　　童

　　霧

濃
　　毛毛

　　ヂデ

鍵
1舘…

失
な
わ
れ
、
味
も
品
質
も
雑
品
種
に

近
く
な
り
、
収
量
に
一
番
影
響
す
る

着
粒
数
も
す
く
な
く
な
り
ま
す
．

　
市
の
種
子
更
新
率
は
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
内
容
的
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
の
で
、
魚
沼
米
の
地
位

を
確
保
し
、
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
良
質
米
へ
の
品
種
の
統
一
と
種

子
も
み
の
更
新
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
市
農
協
で
は
ハ
五
十
六
年

度
の
種
子
も
み
の
申
し
込
み
を
受
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
事
業

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
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　　　　　ごみ焼却場からお願い　　　1
　昭和42年建設の古い焼却炉が老朽化し、9月1日～10月10日　i

まで修理をします。そのため、この期間は、①家の取りこわし　i

などによる家屋廃材、②タタミ、タンス、机などの大型のごみ、　i

③立木の枝落しなどによる長いものの処理ができなくなります。　i

この期問中は、自己処分するか家屋廃材については、建設省の　i

許可を得てください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　お問い合わせは、衛生センター（82－3924番）へ。　　　　i
ノ〃〃〃〃〃〃〃〃1〃1ノ〃〃〃〃〃〃〃〃〃ノ’〃〃〃〃〃〃〃〃’〃〆ノ〃〃〃〃〃’〃〃〃〃ノ！〃〃〃〃〃〃〃〃〆〃ノ〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃’〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃ノ〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃1ノ〃〃〃ノ〃〃〃〃〃〃ノ’〃〃〃〃〃〃〃肩

（第3種郵便物認可）昭和55年8月10日

灘鉱灘犠灘．議翻．舅．、
麟畿欝辱．鷲、融．一

　　　　　転作大豆実証圃上新田阿部栄作さん
馨　　　県単事業の銘柄米モデル集落育成事業の一環として、複合作物の大豆の
マ

麹　育成実験をしています。面積は11a・播種、5月24、25日。移植、6月2、5
攣　日．播種量・・a当り4kg．密度・鋤×鰍m．

蔭　　肥料　コシヒカリ専用（40㎏）・土寄せ2回．品種はエンレイ。

転作状況を市内に拾う

　
　
　
　
　
講

食
籍
塞
フ
〈
纏
、
懸
含
嬢

とおガ夢3
（3）

　　　県道真田高島線で

　　　　　　全面交通止
　簡易水道管埋設工事のため、県道真田高島

線中平地内で、全面交通止になっています。

　◎規制期間　8月4日～9月20日

　◎迂回路　国道253号線、五十子平真田線

　　※緊急車通行可

　　夏秋トマトに転作　　・　　　＿
　　吉田山谷酒井キノェさん1早朝稲作現地指導会

　　　　　　　　　　　　　　　　　25aを夏秋トマトに転作し、収量腰　稲作の状況を的確につかみ、これ

　　　　　　　　　　　　　　　ロも多くなり、出荷も順調です。吉田馨からの稲作管理に適切なアドバイス

　　　　　　　　　　　　　　　じ地区13軒でメーカーと契約栽培をし響をと、早朝指導会を開催．諸里市長
　　　　　　　　　　　　　　　じており、反収20万くらいになります。1も激励にかけつける。

　　　ミニ市民農園で野菜栽培
　　　　西本町　塩川さん、根津さん、小海さん
1軒あたりおよそ3a、12軒のミニ市民農園で自家野

菜の栽培です。ナス、キュウリ、トマト、ピーマン、枝
豆、e　t　c、食べ切れないほどの農作古す．秋には地主

さ乳を呼んで収穫祭も計画しています。

ll早灘…講『勲霧
遍羅、’覧響灘
至糞蝋欝噺調
讐醜麟、難講

、
雛

　
鶏
、

二
千
年
蓮
を
移
植
⊥
ワ
屋
ー
．

　
二
千
年
蓮
の
増
植
の
た
め
、
転
作
凹

田
を
利
用
。
観
光
も
兼
ね
た
一
石
三
画

鳥
を
ね
ら
っ
た
ア
イ
デ
ア
で
す
。

一7月26日・27日一
市内青年交流集会

　
現
代
の
若
者
達
に
は
、
知
ら
な
い

人
達
と
め
ぐ
り
あ
え
る
機
会
が
、
ど

こ
に
で
も
あ
り
そ
う
で
い
て
、
案
外
、

そ
の
機
会
が
少
い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
農
業
委
員
会
で
は
、

市
内
の
青
年
達
に
、
明
る
い
交
流
の

機
会
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
”
青
春

を
語
ろ
う
ー
キ
ャ
ン
プ
の
集
い
”

を
主
催
し
、
男
二
十
五
名
女
二
士
、
茗

呼窓

の
参
加
を
得
て
七
月
二
十
六
、
七
日
の

両
日
、
妙
高
々
原
、
笹
ケ
峰
キ
ャ
ン

プ
場
で
開
催
し
ま
し
た
．

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め

実
行
委
員
会
（
橋
本
幸
栄
会
長
）
の

企
画
し
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
で
ヤ
ー
や

ゲ
ー
ム
な
ど
が
、
中
止
に
な
っ
て
じ

ま
い
ま
し
た
が
、
反
面
、
テ
ン
ト
の

中
で
、
グ
ル
ー
プ
で
語
り
あ
っ
た
り

歌
を
唄
っ
た
り
夜
の
更
け
る
ま
で
楽

し
い
一
時
を
過
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
間
か
ら
は
、
雨
が
降
っ

て
テ
ン
ト
張
り
や
炊
事
な
ど
は
大
変

だ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
連
帯
意
識
が

高
ま
り
、
知
ら
な
い
者
同
志
が
一
緒

に
な
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
仲

問
達
と
会
う
機
会
を
作
ろ
う
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

パ
ー
テ
ィ
や
座
談
会
な
ど
の
、
で
あ

い
と
語
ら
い
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
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　　　　地区別転作実績
（7月1日現在）　　　　　　　　　（単位アール）

夏秋トマトに転作（吉田）

　
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
が
実
施

さ
れ
て
か
ら
三
年
目
で
す
．

　
今
年
、
十
日
町
市
に
割
り
当
て
ら

れ
た
転
作
目
標
面
積
は
、
昨
年
よ
り

八
十
九
・
二
診
多
い
百
九
十
六
二
診

と
大
幅
に
増
え
、
農
家
の
人
達
の
戸

惑
い
は
か
く
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
反
面
、
米
の
生
産
過
剰

と
主
要
穀
物
の
不
足
が
同
居
す
る
現

在
の
農
業
情
勢
を
見
る
と
き
、
避
け

て
通
れ
な
い
施
策
と
し
て
の
認
識
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
実
施

し
た
今
年
の
水
田
利
用
再
編
対
策
の

計
画
実
施
状
況
を
、
市
農
林
課
で
こ

の
ほ
ど
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
農
家
の
皆
さ
ん

地　　区　名
転作計画面積 達成率

　　％昭和54年 昭和55年

十日町地区 1，160 1，368

川治地名 1，631 1，986

中条地区 2，729 3，739

六箇地区 777 1，169

吉田地区 3，902 5，398

下条地区 1，980 2，836

水沢地区 3，680 5，996

合　　　　計
15，859

（10，590）

22，492
（19，610） 114．6

（）内は目標面積

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
十
目
町
市
の

転
作
目
標
面
積
百
九
十
六
．
一
診
に

対
し
て
、
二
百
二
†
四
・
九
診
、
約

百
十
四
餌
の
達
成
率
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う

、
二
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
潟
県
の
平
均
が
、
百
七
∴
二
獅

で
す
か
ら
、
県
の
平
均
を
若
干
上
回

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
転
作
作
物
別
で
は
、
特
定
作
物
の

大
豆
、
そ
ば
が
漸
増
し
、
飼
料
作
物

が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
永
年
作
物

で
は
、
ア
ス
パ
ラ
の
伸
び
が
著
し

く
、
一
般
作
物
で
は
、
れ
ん
こ
ん
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
ト
マ
ト
の
作
付
が
目
だ

ち
ま
し
た
。

　
内
容
的
に
は
、
集
団
化
を
推
進
し

た
結
果
、
団
地
化
が
昨
年
よ
り
十
カ

所
も
増
え
た
の
を
は
じ
め
、
ミ
ニ
市

民
農
園
、
通
年
施
行
を
か
ら
め
た
基

盤
整
備
、
さ
ら
に
は
、
転
作
を
観
光

面
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
一
石
三

鳥
を
ね
ら
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
転
作
な

ど
、
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
た
転
作

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
物
の
選
択
な
ど
、
難
し
い
農
業

情
勢
で
す
が
、
今
後
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
い
「
や
る
気
の
あ
る
農
業
」

を
呼
び
か
け
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
以
下
、
地
区
別
、
作
物
別
の

転
作
状
況
、
転
作
の
現
地
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

作物別転作面積（単位ア＿ル）

昭和55年作　　　　物
面積 率　％

大 豆 2，549 11．3
1．特定作物 そ ば 1，462 6．5

7，618 飼料穀物 3，607 16．1

青　刈　稲 （3，370）

青刈とうもろこし （98〉

シコクビエ （56）

そ　の　他 （83）

小　　　　計 7，618 33．9

アスパラガス 171 0．8

2．永年作物 果 樹（栗） 5
216 その他果樹 15 0．1

桑 25 0．1

小　　　　計 216 1．0

野 菜 5，385 23．9
3． 一般作物 れんこん （1，716）

7，243 かぼちゃ （552）

ト　マ　ト （528）

里イモ （247）

ナ　　　ス （190）

キュウリ （157）

枝マメ （153）

その他 （1，842）

豆 類 193 0．9

そ の　他 1，665 7．4

養魚池 （784）

植　　林 （344）

タ　バ　コ （251）

その他 （286）

小　　　　計 7243 32．2
4．管理転作 保 全　管　理 6，409 28．4

5．上地改良

　通年施行
土地改良通年施行 1，006 4．5

合　　計 22，492 100．0

う
ま
い
米
作
り
の
た
め
に

　
　
種
子
も
み
は
毎
年
更
新
を

　
米
を
と
り
ま
く
情
勢
が
、
年
々
き

び
し
く
な
る
中
で
、
ま
だ
ま
だ
、
ア

キ
ヒ
カ
リ
や
フ
ジ
ミ
ノ
リ
な
ど
の
雑

品
種
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
雑
品
種
を
一
日
も
早
く
追

放
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
越
路
早
生
な

ど
の
良
質
な
う
ま
い
米
の
作
付
を
増

や
し
、
喜
ん
で
沢
山
食
べ
て
も
ら
え

る
米
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
同
じ
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
種
子
も
み
で

も
、
毎
年
自
家
採
種
し
た
種
子
も
み

を
用
い
て
い
る
と
、
バ
カ
苗
病
の
発

生
や
、
品
種
の
持
っ
て
い
る
特
性
が
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まで修理をします。そのため、この期間は、①家の取りこわし　i
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蓮
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年
蓮
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植
の
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め
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田
を
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用
。
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石
三
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を
ね
ら
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た
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イ
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ア
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ど

こ
に
で
も
あ
り
そ
う
で
い
て
、
案
外
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す
。
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て
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す
。
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市民1人が
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40，334円

（第3種郵便物認可）昭和55年8月10日
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1　簡易水道
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歳入5憶2661万円

歳出5億2244万円

差引　　417万円

下水道事業

歳入8億4096万円

歳出8億3780万円

差引　　316万円

国民健康保険　墨

　　　　　　1
　　　　　　1

巴＿＿＿一一＿一＿一．一一一一－一一薗一

歳入15億8555万円　1

歳出14億9175万円　量

差引　　9380万円　l

　　　　　　　I
　　　　　　　醤
　　　　　　　巳
直営診療所　　　　　　　量

　　　　　　　薗
　　　　　　　1
歳入　2114万円　　1
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商工費　　　農林水産費　　　衛生費
　9，233円　　　　9，221円　　　　　10，527円

，商工業振興、観　農業振興、畜産　　保健衛生、公害

光、消費者行政　苗場山麓開発、　　対策、公園管理、

工場膀致　　　　林業、水産、国調　　環境衛生、清掃費

（第3種郵便物認可）昭和55年8月10日
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積
極
的
に
社
会
資
本
を
充
実

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
財
政
事
情
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
回
に
分
け

財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

、
昭
和
五
十
四
年
度
決
算
と
昭
和
五
十
五
年
度
六
月
末
予
算
及
び

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
度
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
税
、
地

、
国
県
支
出
金
も
順
調
に
伸
び
、
「
道
路
交
通
網
の
整
備
」
「
教
育
文

」
「
福
祉
行
政
の
推
進
」
を
重
点
に
、
積
極
的
に
社
会
資
本
の
充
実

ま
し
た
。

ら
も
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
明
る
く
住
み
よ
い
産
業
田
園

の
建
設
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

土木債
17億7179万円

（42億7621万円）

教育債
10億237万円

．．．⑫臨

水田債減収補てん債　財政対策債
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総務費
22，493円

交通安全、雪害

対策、庁舎管理

広報、選挙

民生費
30，751円

祉
育

福
保
金

童
、
年

児
護
民

、
保
国

人
活
、

老
生
所

人ロは55．3．31現在50，001人

土木費
24，596円

　　ノ

繕
除
市

、
都

梁
、
宅

橋
川
住

、
河
、

路
、
画

道
雪
計

教育費
33，393円

瀞
小学校、中学校

社会教育、保健

体育、学校給食
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3

　
2
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4
8

税
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民
臆

市

　　　　　　　市税の状況

騰㎜棚固定資産税
碑縄た、，と　7朧晒

　　　　　　消費税
　　　　1億4466万円
電気税　　　7．2％
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6とおガ詐3第3種郵便物認可〉昭和55年8月10日

撃
轟
月
踏
旙

鼎露塩勲遥轍轟塗
　商　　工　　費　　　農林水産業費　　　衛　　生　　費　　　民　　生　　費　　　総　　務　　費

　☆5億　　　　　　☆5億　　　　　　☆8億　　　　　　☆17億　　　　　　☆9億
　　754万円　　　　　1939万円　　　　　5562万円　　　　　787万円　　　　　8789万円
　◇5．1％　　　◇5。2％　　　◇8・6％　　　◇17．1％　　　◇9・9％
　◎10，163円　　　　◎10，400円　　　　◎17，133円　　　　◎34，198円　　　　◎19，781円

θ蕊襲轟》編蘇撫躍麟
　その他　公債費　教育費　消防費　土木費　☆2億　　　 ☆5億　　　 ・☆25億　　　　☆2億　　　 ☆18億

　　3167万円　　　　　4826万円　　　　　1653万円　　　　　7067万円　　　　　787万円

　◇2．3％　　◇5．5％　　　◇25．3％　　　◇2・7％　　　◇17・1％
　◎4，639円　　　　◎10，978円　　　　◎50，390円　　　　◎5，420円　　　　◎36・200円

、一一一一一一一一一一◎市民1人当たり199，609円（55，6．1現在の人口で計算）一一一一一一一ノ
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〈市税の内訳〉

21億9580万円

市民税
＿10億8972万円

固定資産税

一7億9499万円

たばこ消費税

　1億3988万円

電　気　税

　　　7600万円

そ　　の　　他

　　　9521万円

－
鹸
菱
謳
［
圃

・
・
讐
蕪
圃

6
月
末
予
算

9
9
億
6
8
6
9
万
円

当
初
予
算
　
　
9
7
億
7
0
0
0
万
円
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、ことを固くお約束いた　　　　↓十日町市→コモ市　　　　フフンス（パリ）～国際プレタボノレテ展示会・イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タリア（コモ）～表敬訪問、イディアコモ展、繊維

・である弓形の船とコモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学・染織工場

1モ市の名において貴殿　　　　　　　　　　　　　　　　　☆旅費　1人　42万円

1さやかな物ではありま　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆応募〆切　8月20日

1るようお願いいたしま　　　　　　　　　　　　　　　　　☆申込先（問い合わせ等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●市役所総務部総務課人事秘書係（盈7－3111番
鳩町市民曙様に心　　　　　　　　内線23。）

レこあいさっ申し上げま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●織物組合総務部（盈7－9111番）
’トニオ・スバリーノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～どちらでもけっこうです～

∫㌧一一・撚魂
、
、
／
／

＼
倉

（本部長諸里

7月の交通事故は、

き逃げ死亡事故、

走自損事故など、

反による事故が多奪

し、昨年より死亡

数も増加している

況の中で非常に憂礎
すべき事態になっ　，

いることから8月ポ
日～20日までの20、
　　　　　　　　　譲
間交通事故防止緊

対策本部を設置しました

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
間
対
典
広
強
に

ひ
暴
違
発
者
状
慮
て
1
日
急
正
　広報活動、交通安全施設の点検パト・一

ル強化・交通指導取締りの強化などを重点

的に行うものとしています。

交通安全立看板設置・10か所

　今月は海7k浴、夏休み、お盆の

帰省など事故多発の時期でもあり

ますが、事故発生の歯止め、交通

安全の意識高揚のために市内10か

所に交通安全の立看板を設置しま

した。

　コモからのメッセージ
御親切な向輩である市長殿　1980年6月24日

　我々の姉妹都市である十日町市の色々な

ニュースと、貴殿の美しいメッセージを伝

える手紙をカメリ’一二神父様から受取りま

した。

．貴殿が十日町市の市長に選出されたとい

うことはまことに喜ばしく、、今後両市聞の

友情のきずなをますます堅園なものとし、

我々が互いに両市を訪問する機会を設けた

いと深く望んでおります。・

　私は市長として、コモ市議会に上記の2

っの望みを提案することを固くお約束いた

します。

　コモ湖のシンボルである弓形の船とコモ

市の白黒写真集をコモ市の名において貴殿

に差し上げたく、ささやかな物ではありま

すが、お受取り下さるようお願いいたしま
す。

　貴殿と十日町市、十鼠町市民の皆様に心

からの敬愛をこめてごあいさつ申し上げま

す。　　　　　アントニオ・スバリーノ

　　　　聾
　　夏
’8

幼児の安全な道路のわたり方教室

　　　　、瀞　　』　・　　　　7月28、29日の両
　　　甑藏難．．　日ヌイグノレミを使っ
　　’㌔瓢
　　　　　　　　　　　　　た「幼児のための道

　　　　　　哩　　　　　　路の安全なわたり方
　　　考驚譲一F教室」が実施され・7

響讃聾馨襯鷺韻・螂
横断歩道での指導に関係者は大きな成果があったも

のとし、今後も実施する計画でいます。

街頭指導も

行なわれています
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「

　
昨
年
六
月
に
始
め
た
【
市
民

　
と
語
る
日
」
は
今
月
一
日
に
初

　
め
て
の
試
み
と
し
て
会
場
を
市

役
所
か
ら
水
沢
出
張
所
に
移
し

　
行
わ
れ
、
八
組
六
十
人
の
か
た

　
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
む
ず
か
し
い
問
題
が
多

く
出
さ
れ
た
中
に
も
、
ア
メ
リ
カ

（
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
か
ら
来
た
二
人

の
大
学
生
ス
ー
ザ
ン
さ
ん
と
キ
ャ
シ

；
さ
ん
の
突
然
の
訪
問
が
あ
っ
て
、

英
会
話
教
室
ω
が
行
わ
れ
る
（
写
真

左
）
な
ど
、
和
や
か
の
中
に
も
真
剣

な
話
し
合
い
が
あ
り
、
有
意
義
な
が
市
・

民
と
語
る
日
”
で
し
た
。

　
学
校
の
位
置
に
つ
い
て

　
　
　
　
ー
珠
川
地
区
f

　
珠
川
部
落
で
は
、
現
在
学
校
改
築

に
あ
た
ダ
、
位
置
の
闘
題
が
部
落
毒
，

の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
・

市
側
で
位
置
を
決
め
て
転
餐
え
な
概
ー

だ
ろ
う
か
。

｛
子
ど
も
達
の
将
来
を
考
え
最

適
な
と
こ
ろ
を
、
部
落
の
人
達
の
合

意
を
得
た
上
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

甫
で
は
そ
の
位
膿
を
尊
重
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
婚
入
ロ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ー
伊
達
地
匿
ー

　
地
元
の
着
い
人
が
、
何
ん
と
な
く

活
気
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
、
　
“
張

り
ム
鑓
い
”
を
も
つ
た
め
に
も
、
ゴ
ル

フ
場
入
口
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
り
た

い
の
だ
が
…
。

　
　
要
望
の
主
旨
は
わ
か
る
が
、

そ
の
該
当
地
域
は
、
農
振
地
域
で
も
、

あ
り
、
苗
場
開
発
の
問
題
と
も
関
連

す
ゐ
の
で
、
そ
の
問
題
の
結
論
を
一

年
以
内
に
出
す
考
え
な
の
で
、
そ
れ
を

待
っ
て
今
回
の
要
望
に
つ
い
て
は
前

向
き
に
対
処
し
ま
す
。

嬢墜
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
竺
っ

く
り
住
民
活
動
の
記
録
（
四
百

字
原
稿
用
紙
二
十
枚
位
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
役

所
総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
を
。

　
（
締
切
り
　
九
月
三
十
日
）

三
地
区
の
集
会
所
が
俊
工
し
ま
し
た

　
（
地
域
集
会
施
設
建
設
助
成
事
業
）

と」監ガ詐3（9）

本
年
度
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
“
地
域
集
会
施
設
建

設
助
成
事
業
〃
は
、
市
内
五
地
区
か

ら
申
請
が
出
さ
れ
た
中
で
、
三
地
区

が
該
当
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
会

所
が
こ
の
ほ
ど
俊
工
し
ま
し
た
。

中
条
下
蕪
雛
会
所

　
大
井
田
城
吐
入
口
の
と
こ
ろ
に
、

木
造
二
階
建
（
一
九
九
、
呑
、
一
㎡
）

総
工
費
千
二
十
万
円
　
　
増
改
築
ー

で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
町
地
区
は
、
中
条
地
区
の
中
央

部
に
あ
り
、
戸
数
も
多
く
、
．
地
域
住

毛
の
話
し
合
い
の
場
な
ど
と
し
て
広

く
活
用
で
き
る
と
地
区
の
飛
達
は
大

喜
び
で
し
た
。
八
月
三
目
に
俊
工
式

が
行
わ
れ
、
諸
里
市
長
は
「
建
物
は

立
派
な
も
の
が
で
き
た
が
、
今
後
は

そ
の
中
に
“
魂
”
を
入
れ
て
ほ
し
い

…
…
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

　
　
南
鐙
畿
業
会
所

　
南
鐙
坂
地
区
の
中
央
、
巡
礼
堂
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
木
造
二
階
建

（
二
八
○
、
二
六
五
㎡
）
総
工
費
千
九

タ

百
五
十
万
円
の
集
会
所
が
新
築
さ
れ

ま
し
た
。
一
階
に
ホ
ー
ル
、
調
理
室

和
室
口
、
二
階
に
集
会
室
（
四
九
、

五
帖
）
が
あ
り
、
地
域
民
の
融
和
に

大
い
に
役
立
つ
施
設
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

野
中
灘
瑳
集
会
所

野
中
、
池
淀

鍬
柄
沢
、
漆
島

の
四
部
落
の
共

有
の
集
会
施
設

と
し
て
旧
野
中

小
の
校
舎
を
＝
．

百
一
、
一
十
万
円
で

改
築
し
ま
し
た
．

i…纏、紬、
撰織
シリ＿ズ照17

十高野球部

準々決勝に進出
昭和31年7月29日

高
講
継
⑳
難
懸

欄
螺
灘
灘
…
欝
縄

卜
日
町
高
の
打
力
不
振
　
　
一
廓
脳
肖
捌
　
糊
㈹

語
薫
期
賢

撫
堀
』
鴨
撫
臨
撫
確
削
脚
．

　
第
六
十
二
回
高
校
野
球
予
選
で
地

元
十
日
町
高
校
が
二
十
三
年
ぶ
り
に

ベ
ス
ト
8
進
出
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
、

わ
が
町
に
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て

く
れ
ま
し
た
。
結
果
は
準
々
決
勝
で

与
板
高
に
敗
れ
甲
子
園
へ
の
夢
は
断

た
れ
ま
し
た
が
、
純
真
無
垢
の
球
児

達
が
、
闘
魂
み
な
ぎ
ら
せ
筋
書
き
の

な
い
ド
ラ
マ
を
展
開
す
る
姿
を
み
て

い
る
と
胸
の
た
か
ま
り
を
押
え
る
こ

と
が
出
来
な
い
時
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
．
ま
し
て
こ
の
度
の
我
が
母
校

の
活
躍
は
、
自
分
の
高
校
時
代
の
心

の
ア
ル
バ
ム
を
鮮
や
か
に
呼
び
起
こ

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
七
月
二
十
六
日
第

．
一
、
十
八
回
高
校
野
球
県
大
会
が
臼
山

球
場
で
開
か
れ
、
初
出
場
な
が
ら
十

日
町
高
校
は
ベ
ス
ト
8
に
進
出
し
、

糸
魚
川
高
に
三
対
一
で
敗
れ
は
し
た

も
の
の
、
犬
き
な
自
信
と
な
り
翌
三

十
九
回
大
会
に
も
ベ
ス
ト
8
入
り
し

優
勝
候
補
新
潟
商
に
対
し
、
先
取
得

点
の
チ
ャ
ン
ス
に
ス
ク
イ
ズ
が
サ
ー

ド
ラ
イ
ナ
ー
と
な
り
勝
機
を
失
な
っ

て
善
戦
む
な
し
く
二
年
と
も
甲
子
園

へ
の
道
が
断
た
れ
た
残
念
な
想
い
出

も
あ
り
ま
し
た
。
又
戦
績
と
は
別
に

県
野
連
の
招
待
で
全
国
大
会
を
観
戦

し
、
現
在
プ
・
で
活
躍
中
の
王
選
手

の
プ
レ
ー
を
見
学
出
来
た
こ
と
や
、

某
コ
ー
チ
が
一
選
手
の
ミ
ス
プ
レ
ー

を
全
員
に
体
で
憶
え
さ
せ
る
た
め
、

バ
ッ
ト
で
頭
を
コ
ン
コ
ン
と
叩
い
て

同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
様
指
導

し
て
く
れ
た
こ
と
、
又
合
宿
で
の
規

律
の
厳
し
さ
や
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
を
指
導
し
て
く
れ
た
先
輩
の

こ
と
等
が
今
も
良
き
想
い
出
と
し
て

脳
裏
に
焼
ざ
つ
い
て
お
り
ま
す
。

　
と
も
か
ぐ
高
校
野
球
は
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
強
く
、
こ
れ
か
ら
も
後

援
会
、
O
B
会
を
中
心
と
し
て
大
き

な
輪
を
つ
く
り
、
球
児
が
伸
び
伸
び

と
野
球
に
勉
学
に
精
進
で
き
る
様
暖

か
く
見
守
っ
て
や
り
、
甲
子
園
へ
一

歩
で
も
近
づ
く
様
に
と
願
っ
て
い
る

．
野
球
キ
チ
の
一
人
で
す
。

　
　
　
（
本
町
六
　
　
高
橋
　
明
）
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（本部長諸里

7月の交通事故は、

き逃げ死亡事故、

走自損事故など、

反による事故が多奪

し、昨年より死亡

数も増加している

況の中で非常に憂礎
すべき事態になっ　，

いることから8月ポ
日～20日までの20、
　　　　　　　　　譲
間交通事故防止緊

対策本部を設置しました

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
間
対
典
広
強
に

ひ
暴
違
発
者
状
慮
て
1
日
急
正
　広報活動、交通安全施設の点検パト・一

ル強化・交通指導取締りの強化などを重点

的に行うものとしています。

交通安全立看板設置・10か所

　今月は海7k浴、夏休み、お盆の

帰省など事故多発の時期でもあり

ますが、事故発生の歯止め、交通

安全の意識高揚のために市内10か

所に交通安全の立看板を設置しま

した。

　コモからのメッセージ
御親切な向輩である市長殿　1980年6月24日

　我々の姉妹都市である十日町市の色々な

ニュースと、貴殿の美しいメッセージを伝

える手紙をカメリ’一二神父様から受取りま

した。

．貴殿が十日町市の市長に選出されたとい

うことはまことに喜ばしく、、今後両市聞の

友情のきずなをますます堅園なものとし、

我々が互いに両市を訪問する機会を設けた

いと深く望んでおります。・

　私は市長として、コモ市議会に上記の2

っの望みを提案することを固くお約束いた

します。

　コモ湖のシンボルである弓形の船とコモ

市の白黒写真集をコモ市の名において貴殿

に差し上げたく、ささやかな物ではありま

すが、お受取り下さるようお願いいたしま
す。

　貴殿と十日町市、十鼠町市民の皆様に心

からの敬愛をこめてごあいさつ申し上げま

す。　　　　　アントニオ・スバリーノ

　　　　聾
　　夏
’8

幼児の安全な道路のわたり方教室

　　　　、瀞　　』　・　　　　7月28、29日の両
　　　甑藏難．．　日ヌイグノレミを使っ
　　’㌔瓢
　　　　　　　　　　　　　た「幼児のための道

　　　　　　哩　　　　　　路の安全なわたり方
　　　考驚譲一F教室」が実施され・7

響讃聾馨襯鷺韻・螂
横断歩道での指導に関係者は大きな成果があったも

のとし、今後も実施する計画でいます。

街頭指導も

行なわれています
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炉
ー棺

1置ぐ‘謄

『無
切ゐ呂

3噛・

1轟

＝b．、、

　　　　　　み・　　　　　憲　　　　　言　　　　羅　　叢　め．勅

「

　
昨
年
六
月
に
始
め
た
【
市
民

　
と
語
る
日
」
は
今
月
一
日
に
初

　
め
て
の
試
み
と
し
て
会
場
を
市

役
所
か
ら
水
沢
出
張
所
に
移
し

　
行
わ
れ
、
八
組
六
十
人
の
か
た

　
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
む
ず
か
し
い
問
題
が
多

く
出
さ
れ
た
中
に
も
、
ア
メ
リ
カ

（
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
か
ら
来
た
二
人

の
大
学
生
ス
ー
ザ
ン
さ
ん
と
キ
ャ
シ

；
さ
ん
の
突
然
の
訪
問
が
あ
っ
て
、

英
会
話
教
室
ω
が
行
わ
れ
る
（
写
真

左
）
な
ど
、
和
や
か
の
中
に
も
真
剣

な
話
し
合
い
が
あ
り
、
有
意
義
な
が
市
・

民
と
語
る
日
”
で
し
た
。

　
学
校
の
位
置
に
つ
い
て

　
　
　
　
ー
珠
川
地
区
f

　
珠
川
部
落
で
は
、
現
在
学
校
改
築

に
あ
た
ダ
、
位
置
の
闘
題
が
部
落
毒
，

の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
・

市
側
で
位
置
を
決
め
て
転
餐
え
な
概
ー

だ
ろ
う
か
。

｛
子
ど
も
達
の
将
来
を
考
え
最

適
な
と
こ
ろ
を
、
部
落
の
人
達
の
合

意
を
得
た
上
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

甫
で
は
そ
の
位
膿
を
尊
重
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
婚
入
ロ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ー
伊
達
地
匿
ー

　
地
元
の
着
い
人
が
、
何
ん
と
な
く

活
気
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
、
　
“
張

り
ム
鑓
い
”
を
も
つ
た
め
に
も
、
ゴ
ル

フ
場
入
口
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
り
た

い
の
だ
が
…
。

　
　
要
望
の
主
旨
は
わ
か
る
が
、

そ
の
該
当
地
域
は
、
農
振
地
域
で
も
、

あ
り
、
苗
場
開
発
の
問
題
と
も
関
連

す
ゐ
の
で
、
そ
の
問
題
の
結
論
を
一

年
以
内
に
出
す
考
え
な
の
で
、
そ
れ
を

待
っ
て
今
回
の
要
望
に
つ
い
て
は
前

向
き
に
対
処
し
ま
す
。

嬢墜
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
竺
っ

く
り
住
民
活
動
の
記
録
（
四
百

字
原
稿
用
紙
二
十
枚
位
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
役

所
総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
を
。

　
（
締
切
り
　
九
月
三
十
日
）

三
地
区
の
集
会
所
が
俊
工
し
ま
し
た

　
（
地
域
集
会
施
設
建
設
助
成
事
業
）

と」監ガ詐3（9）

本
年
度
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
“
地
域
集
会
施
設
建

設
助
成
事
業
〃
は
、
市
内
五
地
区
か

ら
申
請
が
出
さ
れ
た
中
で
、
三
地
区

が
該
当
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
会

所
が
こ
の
ほ
ど
俊
工
し
ま
し
た
。

中
条
下
蕪
雛
会
所

　
大
井
田
城
吐
入
口
の
と
こ
ろ
に
、

木
造
二
階
建
（
一
九
九
、
呑
、
一
㎡
）

総
工
費
千
二
十
万
円
　
　
増
改
築
ー

で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
町
地
区
は
、
中
条
地
区
の
中
央

部
に
あ
り
、
戸
数
も
多
く
、
．
地
域
住

毛
の
話
し
合
い
の
場
な
ど
と
し
て
広

く
活
用
で
き
る
と
地
区
の
飛
達
は
大

喜
び
で
し
た
。
八
月
三
目
に
俊
工
式

が
行
わ
れ
、
諸
里
市
長
は
「
建
物
は

立
派
な
も
の
が
で
き
た
が
、
今
後
は

そ
の
中
に
“
魂
”
を
入
れ
て
ほ
し
い

…
…
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

　
　
南
鐙
畿
業
会
所

　
南
鐙
坂
地
区
の
中
央
、
巡
礼
堂
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
木
造
二
階
建

（
二
八
○
、
二
六
五
㎡
）
総
工
費
千
九

タ

百
五
十
万
円
の
集
会
所
が
新
築
さ
れ

ま
し
た
。
一
階
に
ホ
ー
ル
、
調
理
室

和
室
口
、
二
階
に
集
会
室
（
四
九
、

五
帖
）
が
あ
り
、
地
域
民
の
融
和
に

大
い
に
役
立
つ
施
設
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

野
中
灘
瑳
集
会
所

野
中
、
池
淀

鍬
柄
沢
、
漆
島

の
四
部
落
の
共

有
の
集
会
施
設

と
し
て
旧
野
中

小
の
校
舎
を
＝
．

百
一
、
一
十
万
円
で

改
築
し
ま
し
た
．

i…纏、紬、
撰織
シリ＿ズ照17

十高野球部

準々決勝に進出
昭和31年7月29日

高
講
継
⑳
難
懸

欄
螺
灘
灘
…
欝
縄

卜
日
町
高
の
打
力
不
振
　
　
一
廓
脳
肖
捌
　
糊
㈹

語
薫
期
賢

撫
堀
』
鴨
撫
臨
撫
確
削
脚
．

　
第
六
十
二
回
高
校
野
球
予
選
で
地

元
十
日
町
高
校
が
二
十
三
年
ぶ
り
に

ベ
ス
ト
8
進
出
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
、

わ
が
町
に
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て

く
れ
ま
し
た
。
結
果
は
準
々
決
勝
で

与
板
高
に
敗
れ
甲
子
園
へ
の
夢
は
断

た
れ
ま
し
た
が
、
純
真
無
垢
の
球
児

達
が
、
闘
魂
み
な
ぎ
ら
せ
筋
書
き
の

な
い
ド
ラ
マ
を
展
開
す
る
姿
を
み
て

い
る
と
胸
の
た
か
ま
り
を
押
え
る
こ

と
が
出
来
な
い
時
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
．
ま
し
て
こ
の
度
の
我
が
母
校

の
活
躍
は
、
自
分
の
高
校
時
代
の
心

の
ア
ル
バ
ム
を
鮮
や
か
に
呼
び
起
こ

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
七
月
二
十
六
日
第

．
一
、
十
八
回
高
校
野
球
県
大
会
が
臼
山

球
場
で
開
か
れ
、
初
出
場
な
が
ら
十

日
町
高
校
は
ベ
ス
ト
8
に
進
出
し
、

糸
魚
川
高
に
三
対
一
で
敗
れ
は
し
た

も
の
の
、
犬
き
な
自
信
と
な
り
翌
三

十
九
回
大
会
に
も
ベ
ス
ト
8
入
り
し

優
勝
候
補
新
潟
商
に
対
し
、
先
取
得

点
の
チ
ャ
ン
ス
に
ス
ク
イ
ズ
が
サ
ー

ド
ラ
イ
ナ
ー
と
な
り
勝
機
を
失
な
っ

て
善
戦
む
な
し
く
二
年
と
も
甲
子
園

へ
の
道
が
断
た
れ
た
残
念
な
想
い
出

も
あ
り
ま
し
た
。
又
戦
績
と
は
別
に

県
野
連
の
招
待
で
全
国
大
会
を
観
戦

し
、
現
在
プ
・
で
活
躍
中
の
王
選
手

の
プ
レ
ー
を
見
学
出
来
た
こ
と
や
、

某
コ
ー
チ
が
一
選
手
の
ミ
ス
プ
レ
ー

を
全
員
に
体
で
憶
え
さ
せ
る
た
め
、

バ
ッ
ト
で
頭
を
コ
ン
コ
ン
と
叩
い
て

同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
様
指
導

し
て
く
れ
た
こ
と
、
又
合
宿
で
の
規

律
の
厳
し
さ
や
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
を
指
導
し
て
く
れ
た
先
輩
の

こ
と
等
が
今
も
良
き
想
い
出
と
し
て

脳
裏
に
焼
ざ
つ
い
て
お
り
ま
す
。

　
と
も
か
ぐ
高
校
野
球
は
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
強
く
、
こ
れ
か
ら
も
後

援
会
、
O
B
会
を
中
心
と
し
て
大
き

な
輪
を
つ
く
り
、
球
児
が
伸
び
伸
び

と
野
球
に
勉
学
に
精
進
で
き
る
様
暖

か
く
見
守
っ
て
や
り
、
甲
子
園
へ
一

歩
で
も
近
づ
く
様
に
と
願
っ
て
い
る

．
野
球
キ
チ
の
一
人
で
す
。

　
　
　
（
本
町
六
　
　
高
橋
　
明
）



、
帖
Q
o
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市
で
は
、
今
回
の
国
勢
調
査
の
万
全
を
期
す
た
め
、
八
月
一
日
に
、
池
田
助
・

一
役
を
本
部
長
と
し
、
総
勢
二
十
名
の
実
施
本
部
を
市
役
所
．
二
階
第
二
会
議
室
に
｝

’
設
置
し
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
実
施
本
部
（
盈
七
ー
三
一
二
番
一

一
内
線
二
七
一
）
へ
。

国
勢
調
査
員
の

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
今
回
調
査
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
た
だ
く
二
百
七
十
名
の

調
査
員
の
か
た
の
名
簿
を
、
七
月
下

旬
、
県
知
事
に
内
申
し
ま
し
た
．

　
今
回
の
内
申
に
基
づ
き
、
調
査
員
の

か
た
は
、
八
月
下
旬
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
正
式
に
任
命
さ
れ
る
予
定
で

す
。
な
お
、
任
命
辞
令
書
な
ど
は
、

調
査
員
説
明
会
の
際
に
お
渡
し
し
ま

す
。
調
査
員
説
明
会
は
、
九
月
八
日

（
月
）
～
十
一
目
（
木
）
の
問
に
、

各
地
区
に
会
場
を
分
け
て
開
催
す
る

予
定
で
す
。
会
場
は
後
日
連
絡
い
た

し
ま
す
。

母
と
子
の
…
…

　
　
　
電
気
教
室開

催

　
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
電
気

が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
ご

存
知
で
す
か
。

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
で
は
、

発
電
所
を
親
子
で
見
学
し
、
電
気
に

つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
つ
ぎ

の
と
お
り
「
母
と
子
の
電
気
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
お
昼
に
は
、
松
之
山
大
厳
寺
牧
場

で
豚
汁
を
作
る
、
た
の
し
い
計
画
も
、

あ
り
ま
す
．
先
着
二
十
組
で
締
切
り

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
早
め
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き
　
八
月
二
十
二
日
働

見
学
先
　
東
京
電
力
㈱
信
濃
川
発
電

所対
象
者
　
小
学
四
年
生
～
六
年
生
の

児
童
と
そ
の
お
母
さ
ん

も
ち
も
の
　
筆
記
用
具
、
昼
食

集
合
　
午
前
八
時
五
十
分
に
第
四
銀

行
前

申
込
み
先
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
サ
ー
ビ
ス
係
（
雪
二
i
一
二
〇

七
番
）
へ
。

〆
切
り
　
八
月
十
五
日
囲

そ
の
他
　
詳
細
は
、
東
北
電
力
㈱
十

目
町
営
業
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

朗
読
奉
仕
員

　
　
養
成
講
座
開
設

　
県
身
体
障
害
者
連
合
会
で
は
、
盲

人
の
た
め
の
朗
読
奉
仕
員
養
成
の
た

め
、
次
の
日
程
で
講
習
会
を
開
き
ま

す
。期

日
・
時
間
　
九
月
十
一
日
～
十
一

月
二
十
六
日
ま
で
の
間
に
十
一
回

　
午
後
一
時
か
ら
三
時
三
十
分

場
所
　
け
さ
じ
ろ
荘
（
長
岡
市
）

講
師
　
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

講
習
内
容
　
ω
盲
人
へ
の
エ
チ
ケ
ッ

テレビによる
　防災キャンペーン

B　S　N　ご存知ですか？

　　一防災ミニ百科一

8月22日（金）　10：25～1030

　「超高層ビルと風」

8月29目（金）　10：25～10：30

　「台風　一川と文学一」

NST　そのときあなたは？

　　　一くらしの中の防災一

8月17日（日）　7：25～7：30

「台風情報　一注意報と警報一」

8月24日　（日）　　7二25～7：30

「台風に備える　一一家庭では一」

T
‡
⊥
丁
圭

卜
、
図
声
の
図
書
の
知
識
、
個
朗
読

の
方
法
及
び
実
技
、
幽
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
操
作
、
な
ど
。

受
講
料
　
無
料

講
習
対
象
者
　
初
心
者
四
十
人

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
八
月
二
十
五

日
（
月
）
ま
で
に
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
援
護
係
（
奮
七
i
三
二
一
番

内
線
二
一
四
）
へ
。

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

発
表
者
　
郡
市
の
中
学
生
の
中
か

ら
選
考
さ
れ
た
十
二
人
位
。

　
お
題
は
”
音
”

　
1
五
十
六
年
歌
会
始
ー

　
昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
立
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
と

の
ほ
か
に
お
ん
、
ね
、
響
き
な
ど
と

詠
ん
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領
　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌

で
一
人
一
首
と
し
未
発
表
の
作
で
す
。

詠
進
期
間
　
九
月
一
日
か
ら
十
月
十

一
日
（
消
印
有
効
）

あ
て
先
　
　
「
〒
一
〇
〇
　
千
代
田
区

千
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
、

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

　
疑
問
の
点
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
住
所
、
氏
名
を
書
き

返
信
用
切
手
「
五
十
円
」
を
は
っ
た

封
筒
を
添
え
て
九
月
末
日
ま
で
に
。

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

　
　
相
談
所
開
設

　　一国勢調査のはなし一

国勢調査は粋な調査
　国勢調査は、現在もそうですが、

法律上の届出をしていなくとも事実

上結婚していれば「妻」としていま

す。大正9年の第1回調査の頃は、

子供ができるまで籍に入らぬ女性も

多かった訳で、当時の応募都々逸に

　黙妻と書かれてうれしいけれど

　　いっそ入籍して欲しい“

　とあり、特に女性に評判がよかっ

たようです。また、当時は現在の常

住地主義、つまり10月1日午前零時

に居た場所で調査することとしてい

たから、遊廊などは休業したり、早

じまいをしたりして

　“嫌で今宵は帰すじゃないが

　　　国勢調査が気にかかる“

　という粋な都々逸も生まれていま

す。

少
年
の
主
張
地
区
大
会

8
月
21
日
　
市
民
会
館

　
郡
市
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
と

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
郡
市
内
の

中
学
生
が
日
頃
考
え
て
い
る
清
新
で

建
設
的
な
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
で

健
康
な
心
身
づ
く
り
に
つ
と
め
る
と

と
も
に
、
地
区
内
の
人
達
が
青
少
年

の
健
全
育
成
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
少
年
の
主
張

地
区
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
関
係
者
並
び
に
一
般

の
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
　
八
月
二
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

　
県
警
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
一
カ

月
間
、
　
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
運

動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
家
出
や
出
か
せ
ぎ

旅
行
中
に
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
者

に
な
ら
れ
た
方
、
自
殺
、
行
き
倒
れ

な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
、
身
元
が
わ
か

ら
な
い
無
縁
仏
を
一
日
も
早
く
遺
族

　
　
　
　
　
　
ら

の
も
と
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
願
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
相
談
所
の
県
警
本
部
鑑
識
課
（
8

0
二
五
二
ー
二
八
i
二
ご
二
内
五

一
〇
）
で
は
、
全
国
各
地
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
写
真
や
持
ち
物
な
ど
の

資
料
を
多
数
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
心
あ
た
り
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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黙
灘
糎
蒙

糞
　
　
　
　
）
。
、
審
査
会
が
開
力
れ
次

　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
り
。
。
の
入
選
、
佳
作
が
決

　
　
　
　
ゆ
　
　
の

　
　
　
濯
．
㈱
．
ま
り
ま
し
た
．

饗
襯
聾
麗
展

蛾
論
灘
．

入
選
　
三
重
塊
章
子
（
小
千
谷
市
）

佳
作
　
樋
熊
正
信
（
新
座
三
）

　
　
　
岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）

　
　
　
田
村
　
修
（
上
新
田
）

昭
和
葦
度
県
芸
術
祭

とおガ辞311

文
議
　
．
灘
門

　
県
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
芸
術

祭
文
芸
部
門
を
次
の
要
項
に
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

種
目
　
小
説
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
（
課
題
…
一
般
の
部
「
生
き
る
」

高
校
の
部
「
伸
び
る
」
）

締
切
り
　
昭
和
五
十
五
年
十
月
十
一

日
出
　
当
日
消
印
有
効

あ
て
先
〒
九
五
一
　
新
潟
市
一
番

堀
通
町
　
県
庁
第
二
分
館
県
教
育
庁

文
化
行
政
課
（
封
書
表
面
に
「
県
芸

術
祭
文
化
作
品
応
募
作
品
」
と
朱
書
）

そ
の
他
　
応
募
は
一
種
目
に
一
編
、

た
だ
し
一
人
二
種
目
以
内
と
す
る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
庁
文

化
行
政
課
（
8
0
二
五
二
－
二
一
、
一
ー

五
五
三
番
）
又
は
市
社
会
教
育
課

（
3
七
－
五
〇
二
番
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
　
唱
部
、
門

　
県
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
芸
術

祭
合
唱
部
門
　
　
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
次
の
要
項
で
開
催
し
ま
す
。

形
式
　
－
部
合
唱
祭
…
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
、
大
学
、
職
場
、
お
か

あ
さ
ん
、
一
般
．
H
部
合
唱
コ
ン
ケ

ー
ル
…
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、

大
学
、
職
場
、
一
般
．

申
込
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
米
山

北
越
商
業
高
校
内
県
合
唱
連
盟
事
務

局
に

締
切
り
　
九
月
五
日
囲
必
着
の
こ
と
．

そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
文

化
行
政
課
（
8
0
二
五
二
－
二
三
ー

五
五
一
一
番
）
又
は
市
社
会
教
育
課

（
盈
七
…
五
〇
二
番
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
県
民
手
帳
－

　
　
　
予
約
募
集
中
！

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
　
一
九
八
一
年
版
の
手
帳
「
に
い

が
た
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
予
約
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
、
こ
希
望
の
か
た
は
、
市
総
務
課
企

画
広
報
係
に
代
金
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
発
行
時
期
　
十
一
月
中
旬

●
頒
布
価
格
　
一
冊
二
百
五
十
円

●
申
し
込
み
期
間
　
八
月
三
十
日
国

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

職
業
訓
練
生
を

　
　
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
1
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
1
－

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
堀

之
内
町
）
で
は
高
卒
者
を
対
象
に
訓

練
生
を
次
の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
訓
練
科
　
電
気
施
設
科
二
十

名
測
量
科
二
十
名

●
資
格
　
高
卒
（
来
春
卒
業
予
定
者

を
含
む
）

●
願
書
受
付
　
九
月
一
日
～
十
月
二

十
日

●
選
考
日
　
十
月
三
十
一
日
囲

●
そ
の
他
　
詳
細
は
魚
沼
高
等
職
業

訓
練
校
（
8
0
二
五
七
九
四
ー
二
四

一
〇
番
）
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。
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分館めぐり②

飛渡地区

　
飛
渡
地
区
に
は
、
飛
渡
・
東
部
・

池
入
・
稲
原
の
四
つ
の
分
館
が
あ
り

．
ま
す
。

　
1
飛
渡
分
館
1

●
分
館
長
・
宮
口
達
夫
（
飛
一
小
）

　●

主
事
・
池
田
正
司
（
焼
野
）

　
焼
野
か
ら
新
水
に
至
る
間
の
飛
渡

第
一
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
．

対
象
区
域
は
、
・
嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、

肥
魚
之
田
川
、
新
水
、
上
田
原
、
蕨
平

”

鴛
豫
鍾
随
塞
離
繧

“
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
と
い
う
こ
と

牌
㌦
が
悩
み
の
種
で
す
。

罐

㎜
　
　
鰯
勘

轟㌦
　
毎
週
火
曜
日
に
習
字
教
室
、
水
曜

耀劇
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
行
わ
れ
て

’
い
ま
す
が
、
特
色
と
し
て
、
若
い

芦～
人
達
の
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動

～

（
野
球
、
バ
レ
ー
等
）
が
目
に
つ
き

ま
す
。

　
　
　
東
部
分
館

●
分
館
長
・
長
尾
克
孝
（
飛
二
小
）

●
主
事
・
春
川
　
章
（
小
貫
）

　
山
新
田
部
落
に
あ
る
飛
渡
第
二
小

学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
田

ケ
沢
、
菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫
、
東

西
枯
木
又
の
三
五
〇
人
を
対
象
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
分
館
整
備

事
業
と
し
て
三
〇
畳
の
和
室
が
完
成

し
、
地
域
民
一
同
一
段
と
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
地
区
館
か
ら
出
向
い
て
、
二
つ
の
婦

人
学
級
・
活
花
教
室
を
開
い
て
い
ま
す

が
、
分
館
独
自
の
講
座
も
多
く
、
盆

踊
り
音
頭
講
習
会
、
民
謡
教
室
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
習
字
教
室
、
ス
キ
ー

大
会
等
々
、
．
分
館
の
中
で
も
活
発
に

事
業
を
進
め
て
い
る
所
だ
と
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
俳
句
会
、
青
年
会
等
の

グ
ル
ー
プ
サ
ー
ク
ル
の
利
用
も
多
く

真
に
地
域
の
人
達
の
寄
り
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
池
入
分
館

●
分
館
長
・
大
島
誠
次
（
池
谷
）

●
主
事
・
庭
野
光
郎
（
池
谷
）

　
池
谷
部
落
に
あ
る
飛
一
小
池
谷
分

校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
谷
、

入
山
の
七
七
人
が
対
象
で
す
。
小
規

1
も
’
も
一
華
3
し
…
、

　
…
㍉
憂
き
…
ヂ
ャ
ノ
声

　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詔
一
一

模
分
館
な
が
ら
、
活
発
な
活
動
を
展
（

開
し
て
お
－
、
活
花
講
座
、
民
謡
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

轡
鍵
欝
猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

り
ま
す
聾
平
　

㎜

・
分
館
長
夫
津
文
云
∴
ッ
山
）
　

●
主
事
．
井
川
セ
ッ
（
三
ツ
山
分
校
）
一

　
三
ツ
山
部
落
に
あ
る
飛
一
小
、
、
ヅ
甫

鎌
辮
灘
㎜

部
落
八
六
人
が
対
象
で
す
．
他
の
分
皿

館
と
同
じ
よ
う
に
、
活
花
教
室
、
習
訓

字
教
室
、
民
謡
教
室
等
か
あ
り
、
且

碕
餐
艦
慧
礒
蟹

楽
し
め
る
よ
う
、
家
族
的
ふ
ん
い
気
，
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

を
大
切
に
し
て
し
る
分
館
で
す
．
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄

…
セ
’
薪
㍉
手
、
，
¢

8月の内職相談は22日（金）…お盆のため第4金曜日に変更になりました。



、
帖
Q
o

（10とおガ詐雪第3種郵便物認可）昭和55年8月10日

　
市
で
は
、
今
回
の
国
勢
調
査
の
万
全
を
期
す
た
め
、
八
月
一
日
に
、
池
田
助
・

一
役
を
本
部
長
と
し
、
総
勢
二
十
名
の
実
施
本
部
を
市
役
所
．
二
階
第
二
会
議
室
に
｝

’
設
置
し
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
実
施
本
部
（
盈
七
ー
三
一
二
番
一

一
内
線
二
七
一
）
へ
。

国
勢
調
査
員
の

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
今
回
調
査
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
た
だ
く
二
百
七
十
名
の

調
査
員
の
か
た
の
名
簿
を
、
七
月
下

旬
、
県
知
事
に
内
申
し
ま
し
た
．

　
今
回
の
内
申
に
基
づ
き
、
調
査
員
の

か
た
は
、
八
月
下
旬
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
正
式
に
任
命
さ
れ
る
予
定
で

す
。
な
お
、
任
命
辞
令
書
な
ど
は
、

調
査
員
説
明
会
の
際
に
お
渡
し
し
ま

す
。
調
査
員
説
明
会
は
、
九
月
八
日

（
月
）
～
十
一
目
（
木
）
の
問
に
、

各
地
区
に
会
場
を
分
け
て
開
催
す
る

予
定
で
す
。
会
場
は
後
日
連
絡
い
た

し
ま
す
。

母
と
子
の
…
…

　
　
　
電
気
教
室開

催

　
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
電
気

が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
ご

存
知
で
す
か
。

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
で
は
、

発
電
所
を
親
子
で
見
学
し
、
電
気
に

つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
つ
ぎ

の
と
お
り
「
母
と
子
の
電
気
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
お
昼
に
は
、
松
之
山
大
厳
寺
牧
場

で
豚
汁
を
作
る
、
た
の
し
い
計
画
も
、

あ
り
ま
す
．
先
着
二
十
組
で
締
切
り

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
早
め
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き
　
八
月
二
十
二
日
働

見
学
先
　
東
京
電
力
㈱
信
濃
川
発
電

所対
象
者
　
小
学
四
年
生
～
六
年
生
の

児
童
と
そ
の
お
母
さ
ん

も
ち
も
の
　
筆
記
用
具
、
昼
食

集
合
　
午
前
八
時
五
十
分
に
第
四
銀

行
前

申
込
み
先
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
サ
ー
ビ
ス
係
（
雪
二
i
一
二
〇

七
番
）
へ
。

〆
切
り
　
八
月
十
五
日
囲

そ
の
他
　
詳
細
は
、
東
北
電
力
㈱
十

目
町
営
業
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

朗
読
奉
仕
員

　
　
養
成
講
座
開
設

　
県
身
体
障
害
者
連
合
会
で
は
、
盲

人
の
た
め
の
朗
読
奉
仕
員
養
成
の
た

め
、
次
の
日
程
で
講
習
会
を
開
き
ま

す
。期

日
・
時
間
　
九
月
十
一
日
～
十
一

月
二
十
六
日
ま
で
の
間
に
十
一
回

　
午
後
一
時
か
ら
三
時
三
十
分

場
所
　
け
さ
じ
ろ
荘
（
長
岡
市
）

講
師
　
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

講
習
内
容
　
ω
盲
人
へ
の
エ
チ
ケ
ッ

テレビによる
　防災キャンペーン

B　S　N　ご存知ですか？

　　一防災ミニ百科一

8月22日（金）　10：25～1030

　「超高層ビルと風」

8月29目（金）　10：25～10：30

　「台風　一川と文学一」

NST　そのときあなたは？

　　　一くらしの中の防災一

8月17日（日）　7：25～7：30

「台風情報　一注意報と警報一」

8月24日　（日）　　7二25～7：30

「台風に備える　一一家庭では一」

T
‡
⊥
丁
圭

卜
、
図
声
の
図
書
の
知
識
、
個
朗
読

の
方
法
及
び
実
技
、
幽
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
操
作
、
な
ど
。

受
講
料
　
無
料

講
習
対
象
者
　
初
心
者
四
十
人

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
八
月
二
十
五

日
（
月
）
ま
で
に
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
援
護
係
（
奮
七
i
三
二
一
番

内
線
二
一
四
）
へ
。

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

発
表
者
　
郡
市
の
中
学
生
の
中
か

ら
選
考
さ
れ
た
十
二
人
位
。

　
お
題
は
”
音
”

　
1
五
十
六
年
歌
会
始
ー

　
昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
立
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
と

の
ほ
か
に
お
ん
、
ね
、
響
き
な
ど
と

詠
ん
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領
　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌

で
一
人
一
首
と
し
未
発
表
の
作
で
す
。

詠
進
期
間
　
九
月
一
日
か
ら
十
月
十

一
日
（
消
印
有
効
）

あ
て
先
　
　
「
〒
一
〇
〇
　
千
代
田
区

千
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
、

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

　
疑
問
の
点
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
住
所
、
氏
名
を
書
き

返
信
用
切
手
「
五
十
円
」
を
は
っ
た

封
筒
を
添
え
て
九
月
末
日
ま
で
に
。

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

　
　
相
談
所
開
設

　　一国勢調査のはなし一

国勢調査は粋な調査
　国勢調査は、現在もそうですが、

法律上の届出をしていなくとも事実

上結婚していれば「妻」としていま

す。大正9年の第1回調査の頃は、

子供ができるまで籍に入らぬ女性も

多かった訳で、当時の応募都々逸に

　黙妻と書かれてうれしいけれど

　　いっそ入籍して欲しい“

　とあり、特に女性に評判がよかっ

たようです。また、当時は現在の常

住地主義、つまり10月1日午前零時

に居た場所で調査することとしてい

たから、遊廊などは休業したり、早

じまいをしたりして

　“嫌で今宵は帰すじゃないが

　　　国勢調査が気にかかる“

　という粋な都々逸も生まれていま

す。

少
年
の
主
張
地
区
大
会

8
月
21
日
　
市
民
会
館

　
郡
市
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
と

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
郡
市
内
の

中
学
生
が
日
頃
考
え
て
い
る
清
新
で

建
設
的
な
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
で

健
康
な
心
身
づ
く
り
に
つ
と
め
る
と

と
も
に
、
地
区
内
の
人
達
が
青
少
年

の
健
全
育
成
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
少
年
の
主
張

地
区
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
関
係
者
並
び
に
一
般

の
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
　
八
月
二
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

　
県
警
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
一
カ

月
間
、
　
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
運

動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
家
出
や
出
か
せ
ぎ

旅
行
中
に
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
者

に
な
ら
れ
た
方
、
自
殺
、
行
き
倒
れ

な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
、
身
元
が
わ
か

ら
な
い
無
縁
仏
を
一
日
も
早
く
遺
族

　
　
　
　
　
　
ら

の
も
と
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
願
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
相
談
所
の
県
警
本
部
鑑
識
課
（
8

0
二
五
二
ー
二
八
i
二
ご
二
内
五

一
〇
）
で
は
、
全
国
各
地
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
写
真
や
持
ち
物
な
ど
の

資
料
を
多
数
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
心
あ
た
り
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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黙
灘
糎
蒙

糞
　
　
　
　
）
。
、
審
査
会
が
開
力
れ
次

　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
り
。
。
の
入
選
、
佳
作
が
決

　
　
　
　
ゆ
　
　
の

　
　
　
濯
．
㈱
．
ま
り
ま
し
た
．

饗
襯
聾
麗
展

蛾
論
灘
．

入
選
　
三
重
塊
章
子
（
小
千
谷
市
）

佳
作
　
樋
熊
正
信
（
新
座
三
）

　
　
　
岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）

　
　
　
田
村
　
修
（
上
新
田
）

昭
和
葦
度
県
芸
術
祭

とおガ辞311

文
議
　
．
灘
門

　
県
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
芸
術

祭
文
芸
部
門
を
次
の
要
項
に
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

種
目
　
小
説
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
（
課
題
…
一
般
の
部
「
生
き
る
」

高
校
の
部
「
伸
び
る
」
）

締
切
り
　
昭
和
五
十
五
年
十
月
十
一

日
出
　
当
日
消
印
有
効

あ
て
先
〒
九
五
一
　
新
潟
市
一
番

堀
通
町
　
県
庁
第
二
分
館
県
教
育
庁

文
化
行
政
課
（
封
書
表
面
に
「
県
芸

術
祭
文
化
作
品
応
募
作
品
」
と
朱
書
）

そ
の
他
　
応
募
は
一
種
目
に
一
編
、

た
だ
し
一
人
二
種
目
以
内
と
す
る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
庁
文

化
行
政
課
（
8
0
二
五
二
－
二
一
、
一
ー

五
五
三
番
）
又
は
市
社
会
教
育
課

（
3
七
－
五
〇
二
番
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
　
唱
部
、
門

　
県
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
芸
術

祭
合
唱
部
門
　
　
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
次
の
要
項
で
開
催
し
ま
す
。

形
式
　
－
部
合
唱
祭
…
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
、
大
学
、
職
場
、
お
か

あ
さ
ん
、
一
般
．
H
部
合
唱
コ
ン
ケ

ー
ル
…
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、

大
学
、
職
場
、
一
般
．

申
込
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
米
山

北
越
商
業
高
校
内
県
合
唱
連
盟
事
務

局
に

締
切
り
　
九
月
五
日
囲
必
着
の
こ
と
．

そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
文

化
行
政
課
（
8
0
二
五
二
－
二
三
ー

五
五
一
一
番
）
又
は
市
社
会
教
育
課

（
盈
七
…
五
〇
二
番
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
県
民
手
帳
－

　
　
　
予
約
募
集
中
！

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
　
一
九
八
一
年
版
の
手
帳
「
に
い

が
た
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
予
約
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
、
こ
希
望
の
か
た
は
、
市
総
務
課
企

画
広
報
係
に
代
金
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
発
行
時
期
　
十
一
月
中
旬

●
頒
布
価
格
　
一
冊
二
百
五
十
円

●
申
し
込
み
期
間
　
八
月
三
十
日
国

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

職
業
訓
練
生
を

　
　
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
1
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
1
－

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
堀

之
内
町
）
で
は
高
卒
者
を
対
象
に
訓

練
生
を
次
の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
訓
練
科
　
電
気
施
設
科
二
十

名
測
量
科
二
十
名

●
資
格
　
高
卒
（
来
春
卒
業
予
定
者

を
含
む
）

●
願
書
受
付
　
九
月
一
日
～
十
月
二

十
日

●
選
考
日
　
十
月
三
十
一
日
囲

●
そ
の
他
　
詳
細
は
魚
沼
高
等
職
業

訓
練
校
（
8
0
二
五
七
九
四
ー
二
四

一
〇
番
）
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。
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分館めぐり②

飛渡地区

　
飛
渡
地
区
に
は
、
飛
渡
・
東
部
・

池
入
・
稲
原
の
四
つ
の
分
館
が
あ
り

．
ま
す
。

　
1
飛
渡
分
館
1

●
分
館
長
・
宮
口
達
夫
（
飛
一
小
）

　●

主
事
・
池
田
正
司
（
焼
野
）

　
焼
野
か
ら
新
水
に
至
る
間
の
飛
渡

第
一
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
．

対
象
区
域
は
、
・
嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、

肥
魚
之
田
川
、
新
水
、
上
田
原
、
蕨
平

”

鴛
豫
鍾
随
塞
離
繧

“
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
と
い
う
こ
と

牌
㌦
が
悩
み
の
種
で
す
。

罐

㎜
　
　
鰯
勘

轟㌦
　
毎
週
火
曜
日
に
習
字
教
室
、
水
曜

耀劇
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
行
わ
れ
て

’
い
ま
す
が
、
特
色
と
し
て
、
若
い

芦～
人
達
の
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動

～

（
野
球
、
バ
レ
ー
等
）
が
目
に
つ
き

ま
す
。

　
　
　
東
部
分
館

●
分
館
長
・
長
尾
克
孝
（
飛
二
小
）

●
主
事
・
春
川
　
章
（
小
貫
）

　
山
新
田
部
落
に
あ
る
飛
渡
第
二
小

学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
田

ケ
沢
、
菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫
、
東

西
枯
木
又
の
三
五
〇
人
を
対
象
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
分
館
整
備

事
業
と
し
て
三
〇
畳
の
和
室
が
完
成

し
、
地
域
民
一
同
一
段
と
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
地
区
館
か
ら
出
向
い
て
、
二
つ
の
婦

人
学
級
・
活
花
教
室
を
開
い
て
い
ま
す

が
、
分
館
独
自
の
講
座
も
多
く
、
盆

踊
り
音
頭
講
習
会
、
民
謡
教
室
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
習
字
教
室
、
ス
キ
ー

大
会
等
々
、
．
分
館
の
中
で
も
活
発
に

事
業
を
進
め
て
い
る
所
だ
と
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
俳
句
会
、
青
年
会
等
の

グ
ル
ー
プ
サ
ー
ク
ル
の
利
用
も
多
く

真
に
地
域
の
人
達
の
寄
り
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
池
入
分
館

●
分
館
長
・
大
島
誠
次
（
池
谷
）

●
主
事
・
庭
野
光
郎
（
池
谷
）

　
池
谷
部
落
に
あ
る
飛
一
小
池
谷
分

校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
谷
、

入
山
の
七
七
人
が
対
象
で
す
。
小
規

1
も
’
も
一
華
3
し
…
、

　
…
㍉
憂
き
…
ヂ
ャ
ノ
声

　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詔
一
一

模
分
館
な
が
ら
、
活
発
な
活
動
を
展
（

開
し
て
お
－
、
活
花
講
座
、
民
謡
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

轡
鍵
欝
猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

り
ま
す
聾
平
　

㎜

・
分
館
長
夫
津
文
云
∴
ッ
山
）
　

●
主
事
．
井
川
セ
ッ
（
三
ツ
山
分
校
）
一

　
三
ツ
山
部
落
に
あ
る
飛
一
小
、
、
ヅ
甫

鎌
辮
灘
㎜

部
落
八
六
人
が
対
象
で
す
．
他
の
分
皿

館
と
同
じ
よ
う
に
、
活
花
教
室
、
習
訓

字
教
室
、
民
謡
教
室
等
か
あ
り
、
且

碕
餐
艦
慧
礒
蟹

楽
し
め
る
よ
う
、
家
族
的
ふ
ん
い
気
，
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

を
大
切
に
し
て
し
る
分
館
で
す
．
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄

…
セ
’
薪
㍉
手
、
，
¢

8月の内職相談は22日（金）…お盆のため第4金曜日に変更になりました。



N
眺
Q
O

12とおガ夢二

　
回
”
健
康
づ
く
り
の

　
2第

　
集
い
〃
を
開
催

　
栄
養
の
か
た
よ
り
、
運
動
不
足
な

ど
か
ら
肥
満
、
貧
血
、
各
種
成
人
病

の
増
加
と
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
営
む

う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
栄

養
、
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
を
と
り
上
げ
、
第
二
回
健
康
づ
く

り
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
．

☆
日
時
　
八
月
二
十
二
日
働

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時
半

☆
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

☆
講
演
　
　
「
現
代
っ
子
の
食
事
を
考

え
る
」
　
講
師

　
　
　
　
軋

　
　
〆
る
し

　
　
　
　
　
僧

　
　
．
》
．

溺
．
g

藤
沢
良
知
先

生
。
　
（
秋
草

学
園
短
大
教

授
）☆

体
験
発
表

も
あ
り
ま
す
。

交通規制●＋日町橋●

8月25日（月）から9月3日休）

　毎日、午前4時～午前7時

　車輌交通止

　（歩行者、自転車は可）

9月10日（水）午前9時から

　　12月1日（月）午前9時まで

　　終臼　大型車交通止

　　ただし、路線バス、マイク

身
障
者
の
結
婚
相
談

　
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
で
は
、

身
体
障
害
者
の
結
婚
相
談
を
常
時
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
巡
回
結
婚
相
談
も

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
、
こ
利
用
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
市
社
会

福
祉
事
務
所
援
護
係
（
E
七
ー
三
一

一
一
番
内
線
一
工
四
）
ま
で
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
庭
野
日
敬
　
、
．
一
百
万
円
　
▼
田

村
泰
宏
（
昭
和
町
三
）
四
千
二
百
円

▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
桑

原
正
治
（
新
座
）
生
花
（
十
日
町
、

中
条
、
上
村
の
各
病
院
へ
）
　
▼
根

津
ヤ
ス
（
本
町
六
）
手
造
り
の
座
布

団
五
枚
（
四
ツ
宮
荘
へ
）

＆
◎
＼

1轟灘縫轡←
慧藷、，警矯鍵。灘趨み驚講紳
　例年の夏とは異なり、涼しい夏といえる今年ですが、

　お盆や、お祭りなどには最適のもび）を紹介します・

　　　　　　　　　　　●作り方
●材料紛量（4人前）　①なすは、＼睦除き、強

　材料分量火で約15分蒸1、、2・）割
　な　　　す（中8ケ）4009　にしておく．、

②長ねぎはみじん切り、

ピーマンは3mm角に。

③鶏卵をよくとき、肉み

そ用び）材料を合わせてお

く。

④油を熱し、弱火で長ね

ぎを妙め、よいかおりが

出たら肉を加え、火を強

め、肉か白くなったら、

ヒーマンを人れ、青くな

’・たド、、③で合わせた肉

謹
野

ー
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
カ

　
　
瀬
♂

　
　
－
蝉
一
、
‘

　
　
醸

物
強
恥

癬
嚢

　
　
獅
　
　
鰯

（中8ケ）4009

　　　5cm
（中1ケ）509

　　　409
大さじ3

大さじ1

大さじ1

大さじ3

／1￥さじ1～2

　　　1ケ
大さじ1／2

ぎ
ン
肉
油
－
ま

　
　
　
　
　
そ
　
　
ゆ
う
卵

　
マ
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
ご

ね
　
き
め
　
酒
よ
と

　
一
　
　
　
み
　
　
し
さ
鶏
り

　
　
　
　
　
ヂ
し

長
ピ
ひ
妙
　

肉
み
そ
　
　
妙

みそを加える。

⑤弱火にし鶏卵がかたまるまでかき混ぜ、とろりとした

　ら火を止め妙りごまを加える。

⑥なすの上にかけて供す。

回雛灘譜矯、乱1㌶鵠雛』
　〔その他の利用法〕

　キュウリを柏子木に切一・てかけて《、良いし、奴豆腐を

四角の大きなままとし、そのLに4）せても良い．

　　　　　　　　　　　　　　（駅通り　酒井　環）

一
、
」7
香
典
返
し

　
▼
大
熊
文
治
（
上
原
）
三
万
円

　
年
金
額
は

▼
夏
井
信
男
（
本
町
四
）
十
万
円
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嬬

　
　
　
御

多
扁

　
　
　
域

　
0

￥
夜

　
の

夏畜
漏

膿≧

、
7
く

ω！婦、

！うノ

1鰭

ぷ

／／卜

・〆l

ll億

，莞

1多、

　　／

4一

．
喫

〆
／
・
．

時ブ代⑭

今
月
の
納
税

物
価
に
ス
ラ
イ
ド

　
今
回
は
、
　
「
い
ま
か
ら

年
金
に
加
入
し
た
ら
い
く

ら
も
ら
え
る
か
」
と
い
う

質
問
に
答
え
る
た
め
年
金

額
の
計
算
の
し
か
た
を
お

話
し
し
ま
す
．

　
　
　
国
民
年
金
の
良
い

と
こ
ろ
は
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
と
い
っ
て
毎
年
物
価

指
数
に
連
動
し
て
額
の
自

心
身
障
害
児
通
園
施
設
つ
く
し
園
へ

　
▼
辰
巳
屋
布
団
店
　
二
万
円
　
▼

柳
電
機
商
会
　
五
万
二
千
四
百
七
十

六
円
　
▼
藤
木
秀
世
　
千
三
百
円

動
改
定
計
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
将
来
、
物
価
が
ど
の
よ
う
に
変

動
し
て
も
年
金
額
が
保
証
さ
れ
る
。

こ
れ
は
国
民
年
金
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
だ
。
現
在
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
指
数

は
、
一
・
二
〇
七
で
あ
る
か
ら
計
算

方
法
は
こ
う
な
る
。

一
§
旧
×
痢
藩
姜
‡
頭
並
騨
×
ヅ
8
マ
笹
陣
轍

　
た
だ
し
未
納
し
て
い
た
期
間
が
あ

れ
ば
計
算
に
は
い
ら
な
い
．

　
ま
た
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
生

ま
れ
の
人
の
計
算
式
は
若
干
違
い
、

加
入
期
間
が
短
縮
し
て
い
る
と
き
は

（
酢
摩
蕨
融
鑓
麹

・
納
期
限
九
月
一

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
三
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
本
町
七
r
目
一
、
本
町

七
r
目
二
、
四
日
町
新
田
第
二
の
各

一
部
、
三
和
町
　
▼
八
月
十
八
日
側

次
の
額
を
加
算
す
る
。

　
薯
お
x
（
弩
善
＞
鐸
）
×
妻
舞
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
＞
並
弊

　
　
　
　
　
　
　
x
一
，
§
”
営
鞍
磁

　
付
加
年
金
加
入
の
場
合
は
、
つ
ぎ

の
加
算
が
あ
る
。

　
鱒
8
X
‡
誉
獅
添
掌
欝
‡
並
輝
”
誉
犠
懲

　
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
計
算
式
で
ご
自
分
の

年
金
額
を
計
算
し
て
見
て
は
ー
。

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た

年
月
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ど
っ

さ
り
と
大
き
は
実
り
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
お
わ
か
り
だ
ろ
う
。

　
　
　
日

午
前
九
時
～
午
前
卜
一
時
ま
で
　
塚

原
町
、
北
新
田
第
一
、
第
二
、
第
、
』

の
各
一
部
▼
八
月
十
八
口
側
午

後
三
時
～
午
後
五
時
ま
で
　
西
本
町

一
丁
目
、
西
本
町
二
丁
目
、
稲
荷
町

西
の
各
一
部
▼
八
月
十
九
日
図

午
後
一
時
～
午
後
四
時
ま
で
　
西
本

町
］
丁
目
、
西
本
町
二
丁
目
、
稲
荷

町
西
、
稲
荷
町
三
r
目
本
通
り
、
稲

荷
町
三
丁
目
北
の
各
一
部
　
▼
八
月

二
十
日
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

昭
和
町
一
丁
目
、
千
歳
町
三
丁
目
、

寿
町
四
丁
目
の
各
一
部
　
▼
八
月
二

十
日
困
　
午
後
三
時
～
午
後
四
時
半

ま
で
　
昭
和
町
一
丁
目
、
袋
町
西
・

袋
町
中
、
本
町
西
、
一
丁
目
の
各
一

部
▼
八
月
二
十
二
日
働
午
前
八

時
～
午
後
三
時
ま
で
珠
川
第
一
～
第

内
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